
MATERIAL2019 NEWS&QUESTION 解答 P.2～3 

Wealth gaps affecting school children in Iraq: UN 

 

Pre-Listening questions 

 

 あなたの予想 

（解答例） 

予想の根拠となる単語 

（解答例） 

When 

(現在？過去？未来？) 

現在 Warns, is massively 

affecting (現在形だから) 

Where 

（どの国？地域？） 

イラク In Iraq, in war-ravaged 

Iraq 

What 

(主題は何？) 

貧富の差、経済格差、子ど

もの教育 

Wealth gaps, economic 

inequality, children’s 

education 

Why 

(何が原因？) 

戦争 War, war-ravaged 

Who 

(誰についての話？) 

子ども Children 

How 

(どのくらいの影響？) 

大規模に massively 

 

Question 

1.下記の単語は文章中の青字の抜き出しです。単語と意味を合わせましょう。 

 

1. Having and showing a poor level of education   uneducated 

2. A time of intense difficulty or danger.       crisis 

3. Difference in size, degrees, circumstances     inequalities 

4. without a paid job but available to work.      unemployed 

5. Relating to the structure of populations.      demographic 

6. The period between childhood and adult age    youth 

7. Unable to read or write   illiterate 

 

 

2. 録音を聞き、本文中の割合を表す表現を聞き取り、本文中の下線部(1)~（4）に書きましょう。 

 

(1)92 

(2) 54 

(3) One quarter 

(4) a third 

 

 



3. 本文を読み、貧困のコミュニティの現状についてまとめましょう。 

 

イラク全体 貧しいコミュニティ 

92％の子どもたちは初等教育の受ける機会がある ・学校教育を終えるのは 54％ 

・貧しく且つ早い段階で学校に行かなくなるから 

学歴がなく、仕事もない。 

・イラクの一部の地域では 4分の 1の若者が読み書き

できず、3割が無職 

 

 

4. 本文中の内容とあっているものには〇、異なるものには×をつけましょう。 

 

 a.イラクにおいて初等教育を受けることができない子どもは、全体の 8パーセントである。〇 

b.中東地域において、約 4分の１の若者は読み書きすることができない。× 

中東地域でなく、イラクの一部地域(certain pockets around the country) 

c. ホーキンズ氏によれば、イラクの一部の地域において、職を持つ若者の割合は約 3割である。× 

職を持っていない若者が約 3割 

d.貧しい家庭に生まれた子どもは、早い段階で学校教育から離れることが多く、 

結果として学歴がなく、仕事を持つことができないという状況がある。 〇 

 

 

5. 本文中の太字”double whammy”という表現があります。辞書によれば意味は下記のとおりです。 

 (1)本文中において、何が double whammy なのでしょうか。 

あなたの考えを英語で書いて表現してみましょう。 

 

例：Poor children in Iraq have difficulties in two ways. Firstly, they suffer from poverty. Secondly, 

they cannot continue their education and eventually they cannot get any jobs. 

 

 

【本文訳】 

イラク：貧富の格差が子どもたちの教育に与える影響 

 

ユニセフは、戦争で荒廃しているイラクにおける教育格差を指摘している。 

当機関の研究においては、経済的な格差が子どもたちの教育に及ぼす甚大な影響を警告している。 

イラク事務所代表のピーターホーキンス氏はこのように述べている。 

「現在イラクでは、92 パーセントの子どもが初等教育にアクセスできるものの、貧困地域においては若者の 54

パーセントしか初等教育を終えていません。つまり二重苦なのです。貧しく、学校教育から早い時期に退き、教

育を十分受けていない結果、仕事を得ることができないのです。教育の機会が運命の分かれ目になっています。 

イラクの一部地域においては、若者の 4分の１は文字の読み書きができず、3分の 1の若者は仕事がありません。

つまりは、若者の危機であり、若者層における危機なのです。」 

ユニセフの研究は、イラクでは新たに学校 7,500 校の設立が必要であるとも指摘している。 


